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別紙１

指 標 の 状 況

指標① 環境配慮活動実践者の割合（日常生活において環境に配慮した行動を行う個人の割合）

計画策定時 H25年度 直近統計値 目 標 値 備 考
（H24年度） （R元年度） （H29年度）

53 % 77％ 60% 70%以上 道民意識調査による

◇参考 Ｒ３年度環境配慮行動アンケート調査での回答内訳

「あなたは、環境や環境の取組に関心がありますか。」

とても関心がある ３２％ ８８％
やや関心がある ５６％
あまり関心がない １１％
全く関心がない １％

（注）道民意識調査では、「あなたは、日常生活において環境に配慮した行動をどの程度行

っていますか」という設問。

［寸 評］ Ｒ元年度に実施した道民意識調査では、環境配慮実践者の割合（60％）は、平成25年

度）の数値（77％）よりも低下したが、Ｒ３年度に実施した環境配慮行動に関するアン

ケート調査では、８８％の方が関心を示した。ただし、Ｒ３年度の調査は、道民意識調

査とは異なり、設問や対象者を限定しており、もともと環境に関心の高い層からの回答

が多かったことから、実際の環境配慮活動実践者の割合はもっと低いと予想される。

このため、道民意識調査以外の方法で環境配慮活動実践者の割合及びその変遷を評価

することは困難であると判断し、今年度はアンケート調査は実施していない。

指標② 環境管理システムの認証取得事業所数
（ISO14001、エコアクション21、HESの認証を取得している事業所数）

計画策定時 年度 目 標 値
区 分

（H24年度） H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 （H29年度）

合 計 654 事業所 592 569 554 534 521 521 526 780事業所

ISO140001 410 事業所 381 367 351 344 333 332 334
エコアクション21 135 事業所 106 98 100 92 92 92 94
ＨＥＳ 109 事業所 105 104 103 98 96 97 98

参 考

各年度末の登録数
北海道グリーンビズ認定制度

H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3
（優良な取組部門）の登録数

1,403 1,499 1,602 1,669 1,715 1,597 1,422 1,140

※環境に配慮した取組を自主的に行っている事業所等を登録・認定する制度。

「優良な取組」部門、「創意あふれる取組」部門、「先進的な取組」部門の３部門から構成

されている。

回答数：１，６３６人

（内訳：包括連携協定企業等社員及びメ

ルマガ会員647人、各地域消費者協会会

員577、北海道職員412人）
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［寸 評］ 環境管理システムの認証取得事業所数は、計画策定時から毎年度減少していたが、

Ｒ１及びＲ２年度は横ばいで推移し、Ｒ３年度は微増に転じた。

現在は、環境以外のことを優先的に取り組まなければならない事業所も多いと考

えられるほか、費用対効果の観点などから、認証を維持しなくても同等の環境配慮

活動ができる等と判断する事業所も増えてきていると想定され、数字で把握するの

は困難な状況にあるが、気候変動など環境問題が重要視されている昨今の状況を鑑

みると、実際の事業者の環境配慮活動は、増加傾向にあると予想される。

指標③ 環境教育に取り組んでいる学校の割合
（学校や各学年の目標、教科等との関連などを示した全体計画の中に、環境教育の取組を含んでい

る学校の割合）

計画策定時 直近統計値 目 標 値 備 考H25年度 H26年度 H27年度
（H24年度） H28年度 （H29年度）

小学校 48.1% 53.1% 73.6% 86.7% 96.1% 100.0% ・教育庁の調査による
H29年度に ※H29年度中に100％
100％達成 に達したためH30年

度以降は調査対象
中学校 41.1% 38.4% 66.0% 84.2% 95.6% 100.0% 項目から除外

H29年度に
100％達成

［寸 評］ 各学校で、学習指導要領に基づく系統的な指導が進められ、学校や各学年の目

標、教科等との関連などを示した環境教育の全体計画を作成している学校の割合

は、平成２９年度に１００％となり、各学校において、地域や児童生徒の実態に

応じた取組が進められている。


